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　It　is　an　irnportant　social 　rnission 　f（）r　West 　Nippon 　Expressway 　Co ．，　Ltd．（NEXCO −West ）which 　is　a　designated

public　institUtion　to　maintain 　expressway 　network 　operations 　f（）r　wide 　area 　against 　v＆rious 加 ks．　NEXCO 　West

currently 　works 　on 　business　continuity 　plan　development　to　cope 　with 　the　various 　risks，This　paper　reports 　on 　process

ofthe 　bushless　con 血 uity　plan　development　aimed 　at　the　establishment 　ofthe 　standardized 　crisis　m   gement 　system

and 　efficient 　expressway 　operation 　by 　applying 　Business　Flow 　Diagram （BFD ）and 　lncident　Command 　Systern（ICS）

through　a　case 　stUdy 　at　Kansai　Regional　Branch 　ofNEXCO −West，

　　Kayworits：　busine∬ con 伽 t‘ityplan，加 eident 　CO 〃跏 翻 d 　system ，　 expre ∬ way ，bu伽 θ∬ fl側 伽 97α 〃 ：，　 S’an 伽 4鴕 ゴ

・　 　 　 　 　 切 傭 〃：砌 α9 θ〃tent，顔 c’ent　expre ∬ way （）peration

1．は じめ に

　我が 国の 高速 道 路 の 供用 中路線延 長 は H21年 度 末 で 7，
691km1 ）

を 超 え ，都 市 内 高速道 路 は も と よ り，都 市間 道 路

で ある縦貫 自動車道や横断自動車等が 日本全 国の 地 方 中

核 都 市 を繋 ぐ広 域 高速道路ネ ッ トワ
ー

ク を 形 成 し て い る．
また，国 内輸送 機 関別 の 貨 物 及び 旅 客 輸送量 を み る と，
高速 道 路 は国 内貨 物輸 送 量の 13．　5％，国内 旅 客輸送 量 の

9．5％を 占め
2｝，高 速道 路 は 口本 の 物 流 を支え る社会 的資

本 とし て ，無 くて は な らない 存在 とな っ て い る，ま た ，
災害 発 生 時 には，緊急 輸 送路 と し て 指定 され，緊急 車 両

の 被災地 への ア クセ ス 道路 として の 活 用が期 待 され て い る．

　近 年，地 震，津波，火 山噴火，異常気 象 （豪雨 ・
豪雪），

重大交通 事故，感染症等，高速道 路 事業 を取 り巻 く リス

ク事 象は 重大 化，か つ 複雑 ・多様 化 し て い る ．これ らリ

ス ク事 象に直面 した場 合で も．高速道路の 寸断や通 行止

め が 発 生 し ない よ う，耐震 補 強や 切 土・盛 土 の り面対 策，

情報収 集伝 達 シ ス テ ム の 強 化 ，非 常用 設備 の 充 実，交通

安全 対策の 強化，危機管理 体制の 強化等様 々 な 防災 対策

が 実施 さ れ て い る．ま た，仮 に 高 速道 路 が 寸 断 され た 場

合 で も，高速 道路 ネ ッ トワ
ー

ク を形成す る事に よ り リダ

ン ダ ン シ ーを確保 す る等，抜本 的 な対 策 も実施 され て い

る．
　 こ れ らの 対 策 の 中 に は，財源 や 現地 条 件 に よ っ て整 備

に 時 間を要す る もの や，老 朽化や 陳腐 化に よ り更新 が必

要 と な っ て く る も の も あ る た め，計画 的 か つ 継続 的な整

備 ・更新を実施 し，あ らゆ る リス ク事 象に 対 し て お 客様

の 安 全 ・安 心 と 円滑 な通 行 を確 保 す る 事 が 指定 公 共 機 関

で あ る高速道路会社の 社会的使命で ある．
　
一

方，前述の よ うな様々 な防災対策 を実施 して も，21

世 紀 前 半 に発生 が 確 実視 され る東 海 ・東 南海 ・南海地 震

が発 生 した 揚合 は，万 全 とは 言 えず想 定 を超 え る外 力 に

よ り道 路機能 が大 き く毀損 され る事 が 想 定 され ， そ の 対

策 の 整備 が必 要 で ある．こ の ため，西 日本高速道路株 式会
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社 （以 下，ネグス コ 西 日本）で は，高速道路機能の 障害が

発 生す る事 を前提 と し て ，事業 継 続能 力 向 上 を 目指 し た

取組 を実 施 して い る．

　本稿で は，ネ ク ス コ 西 目本 で 取 り組 ん で い る事 業継続
マ ネージメ ン トプ ロ セ ス を紹 介 す る とと もに，その プ ロ

セ ス に 従い，参画 型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ に よ る 業務プ ロ セ ス

分析を行い ，災害対 策業務を階層化 し 「実効性の 高い 災

害対応 マ ニ ュ ア ル 」 を 作成 した の で 報 告す る、

2 ，研究 の 背景 と 目的

（1）研 究の 背景

　地方公 共 団 体の 業務継続計画 策定の 取組の 一
環 と し て，

山 下他 （2009 ）
3〕
は大阪 府水道局 の 危機対応マ ニ ュ ア ル

の 階層 化及 び 人的 資源 分析 に 関 す る 検 証 を 行 っ た．ま た，
山 田

・林 他 （2008 ）
4）
は 奈 良 県橿 原 市 の 危 機 管 理 対応 マ

ニ ュ ア ル の Work 　Breakdown 　Structure （以 下 ，
　 WBS ）（D を

活 用 した整 備 手法 の 開発 等 を行 っ て い る．しか し，何 れ

の 研 究 対象 機 関 も，対象 地 区や 対象 組 織 が小規 模，かつ

リス ク事象 の 発 生 件 数や 規模 も限 定的 で あ っ た．
　 さ らに ，竹 内 ・林他 （2007）

5｝
で は 危機 対 応 業務 の 「見

え る 化」 手 法 の 開発 が 行 わ れ た．こ こ で 開発 さ れ た

Business 　 Flow 　Diagram （以 下，　 BFD）〔2）
は ，実 務者 の 役

割 ご とに適 切 な情報 の 見 える化 を実現 する業務分 析手法

で ある．こ の BFD は，前 述 の 自治体 の よ うに既 に 膨 大 な

マ ニ ュ ア ル が あ る もの の ，マ ニ ュ アル を使 用す る ユ ーザ
ー

に とっ て，どこ に 何 が書 い て あ る か を 見つ け 出す 事 が

難 しい 場合や標準的 な表 記方 法 で 記 載 され て い ない 揚 合

等，マ ニ ュ ア ル 自体 が煩雑 な状 態 で あ る もの を系 統 立 て

て 整理 するた め に 非常に 有効で あ る 事が確認 され た，
　
一
方，高速道路の 維 持管理 事業で は，24時 間 365 日 間

リアル タイ ム で 広 域 に 亘 る高速道路ネ ッ トワ
ー

ク を 管理

して お り，高 速道 路 管理者 の 迅 速な判 断 を求 め られ る頻

度も高 く，そ の 判断 が第三者 の 安全 ・安 心 に直結 す る場

合 が多 い ．例 え ば、近 畿地 区 829km の 高速 道 路 を維 持管

理 す る ネ ク ス コ 西 日本 関西 支 社 の 場 合 ，事 故 件 数 は約

5，000件／年，故障 や 落 下物 件数 は約 44，000 件 ／年 で あ り，
膨 大 な件数に 上 る ．
　従っ て ，前 述 の 地 方公 共 団体 の 業務 継続 マ ネ ジ メ ン ト

と比 較 して，規 模 ・対 象 範囲 や 求 め られ る 対応 の ス ピー

ドにお い て，高速道路の 維持管理 事業は ，異な る タイ プ

の 取組 で あ る とい え る，

　また ， 現在 ま で 高 速 道路 の 維 持 管理 事業に 関 して 事業

継続 マ ネ ジ メ ン ト体 系 は確 立 され て い ない ．加 えて 高速

道路会 社 の 分割 民営 化 に よ り， 防 災 対策 に 対 す る各 高速

道 路会 社 の 危 機 管理 対応 へ の 取 組 状 況が 変化 し始 めた 中

で ，各社の 対 応水 準統一の 観 点か らも，そ の マ ネ ジ メ ン

ト体系の 確立が 大 変重 要 で あ る．

（2）研 究の 目的

　ネ ク ス コ 西 日本 の 危機 管理 対 応 体 制 に つ い て 見 て み る

と，日常 発 生す る比較 的小規模な道路機能障害への 対応

に は 24 時 間 365 日 高速 道 路 を管理 す る 道路 管制 セ ン タ
ー，

並 び に防 災 担 当社員 が災 害対策本 部機 能 を担当 し，交 通

管理 隊や 高 速道 路 警察 隊 が現 地交 通 管理 を担 当す る．さ

らに，グル
ープ会 社 を 中心 に構 成 す る工 事 部 隊が 補修 や

事 故処 理 等 の 現 場 作業 を担 当す る体 制 が と られ る．

　
一
方，大規模地 震や 集中豪雨等 に よ り広範 囲で 大規 模

の 道路機 能 障 害が 発 生 した 場 合 に は，本 社，支 社，管 理

事務所 それ ぞ れ に 災害対策本 部 が 立 上 げられ，一
般 社員

に 範 囲を 拡 大 し て 災害 対策 本部 に 招集 し，大規模 な危 機

管 理 体 制 が と られ る こ とに な っ て い る ．
　大 規模 な災 害が発 生 した場合 には，同時 に膨大 か っ 多

様 な業務への 対 応 が求 め られ，参集 出来 た社員 自か らキ
ーパ ー

ソ ン とな り危 機管理 対 応 出来 る よ う，全社 員に 対

して
一

定の 危機管理 対応水準を確保す る必 要 が あ る．
　 こ の た め，社 員 の 防 災教 育 の 基礎 資料 と して 活 用 され

るネ クス コ 西 口本 の 「防災業 務要領 」
6）
や 「防 災 業務 実

施 規 則 」
η等 に つ い て ，記 載 内 容 の 具 体性 ，業 務 プ ロ セ

ス の 整理，事業継 続 の 観 点 か ら見 直す 事 と した．
　 本 研 究で は ，地方 公 共団 体 の 大 阪府 水道 局や 奈 良 県橿

原市 に お け る BFD を活用 した危 機対 応 マ ニ ュ ア ル の 作 成

手 法 を参 考 に ，大規 模組 織 で 広 域 を管 理 す る とい う全 く

異な る業種 ・業態 を有す る ネク ス コ 西 日本関西 支 社の 事

業 継 続計 画 策定業 務 に適用 し て，そ の 手 法 の 妥 当 性 の 検

証 を行 う事 と した．そ の 結果 を踏ま え て，ISOTC223が 提

唱 す る 事 業 継 続 マ ネ ジ メ ン トの 仕 組 み と Incident

Co   and 　System （以 下 ，
　 ICS）（：） を採 用 した 事業 継 続 計

画 策 定並 び に，BFD を活 用 し た災 害対 応 マ ニ ュ ア ル 策 定

手 順を体 系化 し提 案す る．

3 ．高速道路の 維持管理 の 現 状

（1）高 速 道路 の 事 業 ス キーム

　道 路 関係 4 公 団 （日本 道 路公 団 ， 首 都 高速道 路公 団 ，

阪 神 高速 道 路公 団，本州 四 国連 絡橋 公 団） が，H17 年 10

月 に 分割 民 営化 され，新た に 設 立 され た 高速道 路 6会 社

が 高 速道 路 の 管理 事 業及 び 建 設 事業 を実施 して い る．図

1 に 示 す よ うに 高速道路各社 は，民営化 と同 時 に 設 置さ

れ た 独 立 行 政法人 日本 高速 道路保有 ・債務返 済 機構 （以

下，保有 ・債 務返済機 構 ） と協定 を締 結 し，高速道路 の

資 産 の 貸 付 を受 け，料金 徴収 した収 入 の 中か ら高 速道路

の 維 持 管理 費を支 払 い ，か っ 高 速道 路 の リース 料 金 を保

有 ・債務 返 済機構 に 支払 っ て い る．

図 1　 高速 道路 会社 組織 図

　保 有 ・債 務 返 済機 構 は，徴 収 した リース 料 か ら高 速 道

路建 設 に 伴い 発生 し た債 務 を 45年 以 内 （H63年 ま で ）
8＞

に 返 済す る 計 画 と なっ て い る．高速 道路 各 社 は，毎 年 国

に収 支や 資金計画及 び 業務 の 事業概要を記載 した事 業計

画 書 を 中請 し認 可 され た 範疇 に お い て ，高速 道路 の 維 持
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管理事業 の 執行に つ い て 裁 量権 を持 ち実施 して い る．なお，
各 高速 道路 会 社 は類 似の 事業ス キーム で運営され て い る．

（2）高速道路会社の 組織機能

　ネク ス コ 西 日本の 管理 する 高速道路延長は 3，　350km ，
利 用 台数 は 242 万 台／目，高 速道路事 業 に よ る 営業 収 益 は

5，252 億 円／年 で ，近 畿地 方以西 の 沖縄県 を含 む西 日本全

域 の 高 速道 路 を カ バ ーして い る．ま た ，サービ ス エ リア

98箇所，パ ーキ ン グ エ リア 193 箇所 を管理 し，関連事業

に よる 売上 金 は 1，3ge 億 円／年 で あ る
9〕 ．

　高速道 路 の 維 持 管 理事 業 は ， 道 路 構 造物 の 維 持 管 理業

務 （清掃，植 栽，事 故復 旧，道路 構 造物 の 保 守管 理 や 改

良），道路施設の 維持管理 業務 （電気設 備 ・機械設 備 ・通
信設備 ・管理 用 建 物 の 保 守管理 や 改 良）料金 徴 収 業 務，
交 通管理 業務で 構 成され る．また、通 常時 と災害時の 業

務機 能 を下 記 に示 す．
a ）通常 時業 務機 能

　本 社 は 国や機 構 ・他 の 高速 道路 会 社 間の 協議 調 整 並び

に ネ クス コ 西 日本 管 内 5 支社 間 との 調整 や全 社 事 業 計画

策 定及 び事 業管 理 を実 施 す る．各 支 社 は，地方 整 備 局 ・

府県及 び管区警察局 との 協議調整，並 び に本社
・
各事務

所 ・グル
ープ会社 との 調整や 支社事 業計画策定 及 び 事業

管理 を実 施 す る．ま た，事務所 は 関係 市町 村や 沿 道 住民

及 び府 ・県 警高速隊 との 協議調整，並 び に グル
ープ 会社

の 現場事 業 所 との 調整 や 事務所 事 業 計 画策 定及 び 事 業管

理 を実施 す る．さ らに，グル
ー

プ 会 社 の 現場 事 業 所 は，
事 業計画 に貝1」り現 場 作業 を実施す る．
b）災害時業務機能

　本 社 は 災 害 の 規 模 に 応 じ て 本社 災 害 対策本 部 を立 上 げ，
国や機構 との 調整や全 体の 報道対応，西 日本管 内 5 支社

間 との 連絡 調整 を 実施す る．各支社は 災害の 規模に 応 じ

て支 社災 害対策本 部 を立 上 げ管内の 災害対応 の 陣頭指揮

機能 を果 た す と ともに，地方 整備 局 ・府 県及 び 管 区警察

局 との 協議 ・連 絡 調整，並 び に本 社 ・各 事務 所 ・グル
ー

プ 会社 本社 との 連 絡調 整 や個 別 の 報 道 対応 を 実施 す る．

4 ．高速道路の 事業継続マ ネ ジメ ン ト

（1）高速道 路の 事業継 続マ ネジメ ン ト体系の 構築

　複 雑 多岐 に亘 る リス ク事象 に 対 して ，高 速道路 の 維持

管 理事 業 にお け る重 要 な業 務が 中断 しな い ，ま た、中断

して も 目標 復 旧 時間 内 に業 務を再 開 させ るた め の 体制 を

構 築 し，かつ 不測 の 事態 に備 え て
， 誰 もが 危機 管理 対応

出 来 る よ う 「標 準化 され た 危機 管理 の 実現 」 を 図 る 必 要

が あ る．
　そ の た め，事 業継続マ ネ ジメ ン ト  と

一
元 的危 機 管 理

対 応 体制 の 考 え方 を 導入 した 事 業継 続 計画 を策 定 ・運 用

す る事に よ り危機管理 対応力全 般の 向上 を図 る と共 に，
業 務 プ ロ セ ス 分析 に よ り災 害対 応 業務の 流れ を 明 確 に 記

述 した災 害対 応 マ ニ ュ ア ル を策定 し，災害対 応業務を可

視 化 す る 事 に よ り，危機 管 理 の 標 準化 実 現 に 向 け た 基盤

整 備 を行 う必 要 が あ る．加 えて ，災 害対応 マ ニ ュ アル を

活 用 し た定期 的 な 防災 訓練 に よる社 員 教 育 を通 し て ，危

機管理 対応水 準 を 向上 させ る 事 が重 要で あ る．
　 こ の 流 れ を体 系 化 した もの が 図 2 で あ り，以 下 各構 成

要素に っ い て 説明す る．
　事 業継 続 で は，事業 継続 マ ネ ジ メ ン ト規格 を採用 し，
下記 の 6 項 目につ い て 立 案す る、
  現 状認識 と基 本方 針 決定 ：経営環境の 認 載 基本方

　　針 や 策 定方針 の 決定

  ビ ジ ネ ス イ ン パ ク ト分析 ： 重要 業務 の 選 定，重要 業

　　務 の 中 断時 の 影響分析，目標復 旧 時 間の 設 定

  　 リス ク 分析 ； リス ク の 評価，被害想定，ボ トル ネ ッ

　　ク とな る重 要 な要素 ・資源 の 抽出

  　事 前 対策 ：被 害 を阻止 し，発 生 した 被 害 を軽 減す るた

　　めの 実施 計 画 の 策定

  　事 業継 続 戦 略 ： 重要 業務 の 事 業継 続 の 基本 戦 略策 定

  　非 常 時対 応 ： 災害 発 生直 後 か ら応 急 対 応 まで の 非 常

　 　時 対応 の 策 定

（対象） 〔目標） （分 析 ・
作 業）　 （成 果〕

　 事 業 継続

マネジメント規格

生 成物

事茱継続

　計画

事業継続

リス ク事象

1．自然災 害
　 地農

・
津波
・
豪雨

　 豪霊・強凪

2．感 染症

3、交通事故

4．火 災

5．原子力事故

6．感 染症

　 インフルエンザ

業務プロ セ ス

　 　分 析

標
準

化

さ
れ

た

危

機

管
理

の

実

現

災 害対応

マ ニ 　ア ル一．
．一

元的危 機
　 対応体制

BFD 團
1CS

図 2 事 業継 続マ ネジ メン ト体 系 図

　
一

元 的危 機 管理 で は，ICS を採 用 し指 揮 命令 系統 の 明

確化 や 役割 分担 ・責 任 分担 の 明確化 を図 る．こ こ で，ICS

とは，世界 の 多 くの 先 進 国で 採 用 され，危機 対応 の 事 実

上 の 世 界標準 とい われ て い る危 機 対応 にお け る 組織 の 運

営方 法 で あ り，役割 分担 ・責任 分 担 の 明 確化 ，指揮 命 令

系統 の 明確化 が 図 られ る特徴を備 えて い る．
　業務プ ロ セ ス 分析 で は ，BFD を 採 用 し業 務内容

・
業 務

の 優 先 順位 の 明確 化，人 的資源 ，物 的資源 の 明確 化 を図

る．こ こ で ，BFD とは，実務者 の 役割 ご とに 適切 な情報

の 見 え る化 を実現 す る業務 分 析 手法 で あ る．
　 こ れ らの プ ロ セ ス を経 て 作成 され る災害対応 マ ニ ュ ア

ル は ，記載 内容 が 非 常 に 具体 的 で あ る た め，訓練や 実 践

を通 じて 不具 合 が 発 生 した場 合は，プ ロ グ ラム の バ グを

発 見す る の と同様 に不具 合個 所 の 特 定 が 可能 で あ り，容

易 に 見直 しを行 う事 が 出来 る特徴 を備 え てい る．また，
こ れ ら成 果 物 の 実効性 を よ り高 め る た め に は ，防災 訓練，
ある い は 実践に お い て チ ェ ッ ク し，継続 的に 改善す る 必

要 が あ る．

（2）一元 的危 機 管理 対応 体制 の 導入

　ICS の 機 能 に は 現 揚 の 実行部隊の 指揮調 整 を行 う 「指

揮 調整」，指揮調 整を 支援す る参謀機能 と し て，「情報作

戦 ir 資源 管理 」 「庶 務財務」 が あ る、これ ら を統 合 した

もの が，災害 対策本 部 に必 要 な機能
ω

で あ る．更 に．指

揮調整 の 司令 に 基づ き実 際 に現 場 で 対応 に あた る 「事 案

処 理 」 が あ る．ネ クス コ 西 日本 関西 支社 は，支社 の 下部

組 織 と して 管理 事務 所が あ り，さ らに ，現場 対 応 に あた

るグル
ープ 会社の 現場事 業所が あ る．会社 の 運営 は 階層

的 に行 わ れ て お り，ど の 階層 に お い て も 体系 だ っ た 展 開

となる よ う，図 3 の よ うな体系 を基 本モ デル と して ，危

機 対 応 の 体 制 を 導 入 した．
　支 社 対応 レ ベ ル の リス ク事象が 発 生 し た 揚 合に は，レ

ベ ル 2 と 3 に 災害 対策本 部 が 設 置 され る．レ ベ ル 3 の 支

社 災 害 対策 本部 は，戦 略決 定機 関 と して 本社や 事務所 と

の 総 合調 整 を 図 りつ つ 活動 方針 や 資源 配 分 の 策定 を実施

325

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

す る．また，レ ベ ル 2 の 管理事務所 災 害対策 本部 は，戦

術決 定機 関 と して 支社 や グル ープ 会 祉 との 調 整や 段 取 り

を整 え与 え られ た 資源 で の 目標 達成 方法 を策 定す る．こ

の 時，レ ベ ル 1の グル ープ会社 の 現 場事業所は 課 題 解決

機関と して 任務遂行 と対処方 針 を立案す る機能 を果た す．

　 　 　 　 　 　 　 なむに　

　　匪郵
一
［蠶 毳。．

一

レベ ル 31支社 対応 （支 社全体｝

《戦略決定》：総合調整
活 動方針 ・資源配分策 定

各部局・農一

事案処理

　　 　　　 按術 尋 門 家

　　 　　　 翼 源 配 置

　　 　　　 状況分析

　　 　　　 文書管理

　　 　　　 揃収 管 理

　　 理

響
莱 務 支 轂 班

　E　　 資 噐 材

　　 空 間

　　 車両

人亭

墾約

補償

経 費

レベル 2 ：部局 対応

（事務所
・
支社担 当課）

指揮調整

瓔雛 驪 鬻 齦 法 策定 事案処理 廱 國匱靂 匯 圃

橋 梁 や 通信 施設等 が 大 き く損傷 し，復 旧 作 業 に 多大 な 時

間を費や し長期通 行 1ヒめ とな っ た．一方，発生 頻度の 高

い 比 較的軽 度 の 地 震 の 場 合，イ ン タ
ー

チ ェ ン ジに 設 置 し

て い る地 震計の 計測震度が，予 め 設 定 した 基準 値 を超過

した 場合 に は 直ちに 速度規制や通 行止 め 措置 を と り，点

検 に よ り安全 を確 認 した 後 に ，措 置 を 解 除す る．点検 に

よ り損傷が 確認 され た 場 合に は，必要 に応 じて 通 行 規制

拮 置 を継 続 して 復 旧作業 にあ た る，

表 1 高 速 道路 に お け る道路機 能 障 害

任 謎 行 ．対 肪 針立 案 靂 ［蘿 ［SSi° 1］［亟 亟 ］

レベ ル 1：現場対応
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 指揮調整
　 　 〔事務所担当課・グル

ープ会社）

《課題 解決》工 夫　　　　　
「一一一一「一一一一一一一一コ

図 3　一
元 的危 機 管理 対応 業 務体 系

　
一

方，部局 対応 レ ベ ル の リス ク事象 が 発 生 した揚 合に

は，レ ベ ル 3 の 支 社 災 害対 策本 部 は設 置 され ず ，
レ ベ ル

2 の 管理 事務所 災害 対策 本 部 が，レ ベ ル 1の グル ープ会

社 の 現場事務所 と災害対応 に あ た り，支社担 当課 へ 対応

結 果 を報告す る 事 とな る．また，各 レ ベ ル には，指 揮調

整 や情報 作戦，資源 管理 等 の ICSの 基 本機 能 が あ る が，
レ ベ ル 2 は レ ベ ル 3 の 事案処理 業務を担当 し，レ ベ ル 1

は ，レ ベ ル 2 の 事案 処 理 業務 を担 当す る 等，下位 レ ベ ル

は，上位 レベ ル の 実行 部 隊 とし て機能 す る事 に よっ て ，
指揮命 令 系統 が

一
本 化 され

一
元 的な情 報 管理 と組 織 運 営

が 出来 る．
　 ネ ク ス コ 西 日本 の 危機 管理 対応 体制 の 基本 的 な役 割分

担は ICS と類似の もの で あ っ た が，5 つ の 機能への 集 約

が 図 られ て い な か っ た た め ，複数の 連 絡 系 統 に よ り 異 な

る 情報 が 指揮調整 に 同時 に 伝わ り情報が錯綜 し た場合 が

過 去 に は あ っ た ．今回 ，東北 地 方 太 平洋沖地 震 に 伴 う大

津波 警報 へ 本 体制 を適用 し て 対応 に あた り，阪和自動車

道 の 通行 止 め 措 置 や通 行車両 へ の 情報伝達，関係機関や

社 内の 連 絡 ・連 携 が 円滑 に 図 られ た 事 か ら，そ の 有効性

が確認 され た もの と考 えて い る．

　 しか し，本 ケース で は ， 大 規模 な高速 道路 本 体の 機 能

障 害が発 生 した場 合 の 有 効性 確認 まで に は至 っ てい な い ．
今後，防 災 訓練 や 災害 対 応等 を通 じて 確 認す る必 要 が あ

る と考えて い る．

5 ．高速道路が直面す る リス ク

（1）様々 な 道路機能障 害 と通 行 規制

　高速 道路に は様 々 な道 路 管理 施設 が あ り，一
度 リス ク

事 象 が発 生 すれ ば様 々 な道 路機 能 障害 が発 生す る可能 性

があ る．当然 リス ク の 規模 や軽 重 に よ り異 な るが ， 大 規

模 か っ 重大 な場 合 に は 複 数 の 道 路機 能 障害 が複 合 し て 発

生 する場合や広 範囲 に 亘 る 揚合 があ る，こ こ で，代 表 的

な 5 っ の 道路機 能 障 害 を表 1 に 示 す．ま た，高速道 路 が

抱 える様 々 な リス ク事象 と道路機 能障害及 び 通 行規制 を

表 2 に 示 す よ うに 分 類 し た．

　例 え ば，H7 の 阪神 淡路 大 震 災 の よ うに大 規模 な地 震 が

発 生 し た場 合に は，路 面 や ガー
ドレ ー

ル 等 の ±木施 設，

盗木 施 設損侮

舗装路面・交 通管理 施設等 （ガ
ー

ドレ
ー

ル ・標識・遮音壁）

土木構造物損傷

橋 梁・切 土 ・盛 土 ・トン ネル

畏備損傷

通信設備 （ETC ・料金機械・電送設備・情報板・カメラ
・交通量検

知機・
ハ イ ウエ イラジオ・管制シス テ ム ・通信ケ

ー
ブル ）

電気設備 （照明・受配 電設 備・送電 ケーブル ）

機 械 設備 （トン ネル 換 気・非 常 用設 備 ）

建物摸傷

本社，支 社，管 理 事務 所，料金 所，管 制セン タ
ー

入 的損傷

表 2　高 速 道路 の リス ク分類
道 路 轡 能 瞳害 適 行 規 制　　　　　　　　一

リス ク事象

土

木

施

胆

損

傷

土

木

櫓

造

物

攝

鯖

設

備

観

煽

建

蜘

横

慯

人

身

傷

壱

長

中

賜

画

行止

短

期

通

行

止

軍

緯

規

制

。 。ll
齲 鞭
制 隕

耋歪
主 な 災 害 岡 整

服 XXXX
　　　　　　　　　　　　　　H7 阪 神演路大震災
K
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 HI7xXXxx

降爾 xx x

H23 東北地方太平 渺 震

H2 け」州 遜 切 二 崩 落 災 宥

口　 　　　　 　土 　　　　，
降雪 x x

HZ2 豪雪 通 行 止

xxK

瀞 　 一一一．「 丕一x9 一X

翼一一を× S54 日 本坂 トン ネル 皐両火災 　故x　　 　　 　 　　 　！ H23 福 島第 一原 尭 事 故

ン 　　し功 x H18 一　インフルエンザ

ン フ レエ ン サ x H2 暉
門H22　 　 イン フル 功 　　 　

一
機 鵠 齊の 規模 大　　　　　　　　　　小

嚆考
×印 ば尭生可能性が高い 瞳害
讐 印は 彊生 可 能往が 低い 障害

灰色着色部分は．障害発生 に より可能性の あ6通行規制措置や 椴能

停 止 の 領域 を 示 す

　豪雨の 場は，気 象観測 点 で 計 測 す る 連続 降雨 量 と時 間

降雨 量 が 基 準値 を 超 過 した 場合 に 通 行 止 め 措 置 を と り，
基準値以下 に な り，点検で 安全 を確認 した後通行 規制措

置を解除す る．点検で の り面崩 壊等 異常 が確 認 され た場

合 は，通 行 規制 措置 を継 続 し て そ の 復 旧 作 業 に あた る．

豪雨 に よ り大規模 なの り面 崩落が 発 生 した揚 合 は，復 旧

ま で 車線規 制や 通 行 止 め 措 置 を と る．そ の 他 の リス ク 事

象 が 発 生 した場合 で も類 似の 対応が と られ る．
　本 研 究で は，最 も被 害規 模 が 大 き く重 大 な道路機 能 障

害 が発 生 し，長期 の 通行 止 めが想 定 され る海 溝 型 の 巨 大

地震 を事例 と して 取 り扱 う事 に よ り，他 の 事象 につ い て

も応 用 出来 る と考 え検討を行 っ た，

（2）東海地 震 ・東南海地震
・
南海地 震の 規模 と被害 想 定

　中央防災 会議 で 想 定 して い る 海 溝 型 の 巨大 地震 に は ，
東海地 震 ・東南海地 震

・
南海地震 の 3種 類の 地震 があ る ．

地 震 の 規模 を示 す マ グニ チ ュ
ード（M）は，東 海 地震 がM8．

O，東 南海地 震が M8．1，南海地 震 が M8．4で あ り，発 生す れ

ば極 めて 甚大な被害が 出 る と され て い る
1D ．

　ネク ス コ 西 日本 関西 支社 管 内 で は，東 南 海 ・南海 地 震

に よ り，阪和 自動 車道 の 和歌 山 ICか ら南紀 田 辺 IC にか

け て の 85．5kmの 区 間 が，震 度 6強 以 上 の 揺 れ に 見舞 わ れ，
大規模 な被害の 発 生 が想 定 され る．ま た，紀伊半 島で は，
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広 い 範囲で の 停電 や 断水等 ラ イ フ ラ イ ン の 寸 断及 び 繰 り

返 す 津波に よ り沿 岸部 で は 壊 滅 的 な被 害 を受 け る 事 が 想

定され る．さらに，国道 42 号 の 代替路が 阪和 自動車 道の

外 に無 い ため 高 速 道路 の 通 行確 保 が 強 く求 め られ る．

　具 体 的 な高速 道 路 の 被害 と して は，盛 土・切 土 の 崩 落，
車線 部 の ク ラ ッ ク や 段 差 の 発 生，橋 梁 の 支承 や橋 桁 の 損

傷，擁壁 の 破 損，道路設備障害，SA　・　PA ・IC等の 建 物被

害が 想 定され る．現 在，東 北 地 方 太 平 洋地 震を 受 け 被害

想定やハ ザ
ー

ドマ ッ プ の 見 直 し作業を実施 して い る と こ

ろ で あ り，その 結 果 を BCP に 反 映す る予 定で あ る．

（3）東南海 ・南海 地 震 の 発 生確 率

　 国 の 地 震調 査研 究推進 本 部 が想 定す る東 南海 地 震 の 今

後 30年 間 に発 生 す る確 率 は，H21年 1月 1 日の 時点 で 60

〜70％，今後 5D年以内で 90％程度以上 で あ る，ま た，
南海地 震の 今後 30年 間 に発 生 す る 可 能性 は 60％程 度，
50年以 内で 80〜90％で あ り，地 震の 発 生確率は 極 め て 高

い ．こ の よ うに 発 災ま で に 残 され た 時間 は 限 られ て お り，
今 後 10 年 間 で 危 機 対応 能力 を向上 させ る事 が，ネ ク ス コ

西 日本 の 課 題 で あ る．

（4）地 震 の 発 生パ ター
ン と課 題

　 地震 発 生 の パ ターン と して は，歴 史 的 な記録 か ら下記

の 3パ ター
ン が想 定 され，高速 道路 事 業 に対 し て 表 3 に

想 定 され る影 響や 課 題 が 考え られ る
12 ），

  東 海地震・東南海地 震・南海地震の 3つ が 同 時に 発生

　　 す る場 合 （宝 永 型）

  東 海 ・東 南海 地震 が 発生 し た後短時間 で 南海地震が

　　 発生す る場合 （安政 型 ： 32 時 問後 に発 生 〉

  東海 ・東 南海 地 震発 生 後 かな り時 間 をお い て南海 地

　　 震 が発 生 す る 場 合 （昭 和型 ：2 年 後 に 発 生）

表3　時間差 発 生 に よ る 課題

ト．．
、；こ・鮒こ．i蹇　　　　　　　　　　　 燃醺’窓．∈乱囁二｛・．・｛ニ…−
　 　 P服 K．：．内　　　　　　　 撚 窪撚 i∈li；灘 蕪 羈課繊 嬉

1．…
．
…1靆

  宝 永型

　同 時

O 強 い 揺れが 2 分間 続く

O 大 きな津 波被 害

0 最も強い 外力

によ る広 域 で 甚

大 な被 害

  安政型

32 時間後

O 新宮か ら串本に か けて 1よ，2
回 の 地 震で どち らも震度 6 以 上

の 強い 揺れ が発 生

O 東 海 地震 によりネクスコ 中 日

本エ リァ に応 援 に出てい る間

に，大 地震 がネ クスコ 西 日本エ

リア を襲う

O 東 海
・東南 海 地震 の あとでバ

トロ
ー

ル や復旧 工 事中に ，もう
一度大地 震が襲 っ て くるとい う

最悪の シナリオ があり得る

O 応急対応 活動

中の 二 次 災害 リ

ス クの 増 大

  昭和型

2 年 後

O 復興努 力 の成

果 が再 度被災

O 復 興経 費の増

大

を開催 し，メ ン バ ー
が
一堂 に 会 し，様 々 な立揚 か ら計画

策定 作 業 を行 っ た ．こ の 参画 型 ワ ーク シ ョ ッ プ で は ，BFD

業務サ イ クル を活 用す る事 で ，意 見 を可 視化 し，構 造化

す る作 業 を実施 し た．
　 こ こ で い う参 画型 とは 「計 画 の 立 」二げか ら策 定 まで に

関わ り，そ の 過 程 に お ける 意 思決 定 に 積極 的 に 参画 す る

事」 と定義する 事が 出来る．表 4 に 示 す よ うに，参画型

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ に は ，延 べ 本 社社 員 25 名，関西 支 社社 員

132名，他支社社員 28名，事務所 社員 52名，グル
ー

プ

会 社 祉員 49 名 ，合計 286 名 が 参画 し，事 業継 続 計画 立 案

手 法 の 基 本 を習 得 した．本 社や他 支社 の 社 員 を参画 させ

た の は，今後 本 社，他 支社 へ の 水 平展 開 を配 慮 して の 事

で あ る．
　　　　　 表 4　ワ

ーク シ ョ ッ プ参 画者 数

　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 名

ワ
ー

ク

シ ョ ッ プ
開催 日

本社

社員

関西 支社

　社員

他支社

社員

事務 所

社 員

グル
ー

プ会社

社員

計

第 】回 4〆831365532

第2回 5／2731937739

第3回 6／1731956639

第4回 7／821426529

第5回 8／1121605528

第6回 8／193133743D

第 7回 9／931626633

第 B回 10／1431627533

第9回 1／243653623

計 25132285249286

　次 に，表 5 に示 す よ うに，第
．
1〜2 回 の 参 画 型 ワ ーク シ

ョ ッ プ で は BFD を活 用 した 業務 プ ロ セ ス 分 析 手法 につ い

て ，講義方 式 に よ り実施 し理 解促 進 を図 っ た．第 3〜8

回 の 参画 型 ワ
ーク シ ョ ッ プ で は，各 班 に分 か れ て 業務 分

析 の 実践 ・精度 向 上 ・取 り纏 め を実施 した．各 班 は 7 〜8

名で 構成 され る よ うに 班分け し，其々 の 班 に は 事 務局 メ

ン バ ーか ら選 定 し た 進 行 役 の フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

とサ ブ フ

ァ シ リテ
ー

タ
ー

を配 置 し て，業務分析 の 進 め 方 ・意見 の

取 り纏 め 等 を 行 い 参 画 型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 運 営 を 行 っ た．
第 9 回 の 参画 型 ワ

ー
ク シ ョ ッ プ で は，今 ま で の 取 組 内容

につ い て 総括 して 幹 部 報告，参 画 者 へ の 情報 共 有 を 実施

した．
　ま た，各 回 の 参 画型 ワ

ー
ク シ ョ ッ プ の 開催 時間 は，4

時間程度 に納 め参画 者 の 集 中力が 落 ちな い よ うに適 宜休

憩 時 間確 保 す る と とも に，と りま とめ時 間 を確保 し，そ

の 日の 成果を班 毎に 発表す る よ うに させ た．ま た，参 画

型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 開始前 後に は，事 務局 メ ンバ ーに よ

る ミ
ー

テ ィ ン グ を行 い 進捗 状 況や 分析 レ ベ ル や 内容 の 整

合性 を図 る よ うに し た．（写真 ］）

　本 来 全 ての ケ
ー

ス にっ い て 事業継続計画 を検討 しな け

れ ば な らない が，最 も強い 外 力に よ る甚大 で 広範囲に 亘

る道 路機 能 障害 が 想 定 され る 地 震 の 同時 発 生 型 に っ い て

検討 を進 め る事 と した．

6 ．実効性の 高 い マ ニ ュ ア ル の 作成

（1）参 画型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プに よ る 業 務プ ロ セ ス 分 析

　木 社 ・支社 ・事務所 か ら検討メ ン バ ーを広 く選 び，そ

れ らの メ ン バ ー
の 参画型 に よ り，『防災業務実施 規 則』に

記 載 の 災 害対応 業 務に つ い て 業務 プ ロ セ ス 分析 を実施 し

た．具 体 的 に は参 画 の 場 と して ，参画型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ

表 5 参画 型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ活 動結果

攤 豢靉羅 ii鑞 　
’囁…に

灘 鵬… iii爨iii譲燃 、，

第1回
〜

第 2回

BFD手 法及 び 1CSの 講義方式に

よる学習

災害対策本部機能に 必要な 業

　　 目　 整理

  ICS・BFDの 理解促進

  災害時に優 先菜務 項目の抽 出

第 3回
〜

　 8回

参画 型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プに よる

ICSとBFD手法を活用 した業務

分析の 　践 ・鬥度向上

  鴨Sシ ート作成

  田シ
ー

ト作成
3DFD シート作成

第 9回 成果の 総括 ・報告会 成果品の 共有

（2）参画 型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ運 営の 留意 点

　立場 や経 験 が多 様 とな る よ う配慮 し て，参画 者の 班 分

けを行 っ た．こ の 班 体制は 9 回 の 参画型 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ

を通 して 固定 化 し，班 が 1 っ の チーム と して 成 果 達成 に
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　　当事者意識 が 次第に 高ま り，成果 に対 す る納 得 感が

　 　得 られ た．
  　参 画者 や 事務局 が ．「未 曾有 の 災害 下 に お ける 組 織 の

　　機 能不 全 とい う最悪 の 事態 」 に つ い て，具体 的 に イ

　　メージ を共有 す る事 が 出来 る よ うに な り「災 害過 程 」

　 　 「防 災対 策」 「事 業継 続 」等 の フ レ ーム に つ い て の 知

　　識の 共 有化が 進 み，プ ロ ジェ ク トの 中盤か ら終盤 に

　 　 か けて ，作業 は飛躍 的 に 進 ん だ．
　今後 は，グル ープ 企業 全 体の 構 成 員 に対 し，い か に 「未

曾 有 の 災害 にお け る組 織 の 機 能不 全 とい う最 悪 の 事 態」

をイ メージ し， 問題 意識 の 共 有 を 図 る事 が 出来 るか が ，
．

ネ ク ス コ グル ープ に お け る 防災対 策 や事 業 継続 を推 進す

る原動 力 とな る と考え られ る．

  　ま とま り仕 事 ：業務 の 内容 を実 行 す る た め に，相 互

　　に 関連 が あ る具 体 的業務 を時 系列 に従 い ，　 括 りに

　　ま とめ た もの で，各 班 の 責 任者 レ ベ ル が 管理 す る 項

　　 目で あ る．
  仕 事 の 流 れ ：最 小 単位の 災 害対 応 業務 で ，業務 の 開

　　始 ・終 了 要件，情報 源，必 要 とな る ツ
ー

ル ・道 具 ，
　　業務の 生成物，制約条件，ノ ウハ ウ ・コ ツ などが 詳

　 　細 に 記載 され て お り，各 班 の 担 当者 が 実施 す る項 目

　 　 で あ る．
　今 回 と りま とめ た災害 対応 業 務 を階 層 毎に 分 類す る と，
第 1層 目は 業務 目的 で 全 7項 目 ， 第 2層 目は業務 内容 で 全

21項 目，第3層 目は ま とま り仕事 で 全72項 目，第 4層 目は

仕事 の 流れ で 全 310項 目 となっ た．　 （表 7）

表 7　業務プ ロ セ ス 分析 の 効果

7 ，業務プ ロ セ ス 分析 上 の 工 夫 と効果検証

（1）業務 プ ロ セ ス 分析 上 の 工 夫

　防災実施 規則 の 業務 プ ロ セ ス 分析に 当 た っ て，従来 の

BFD手 法 を 使 い 分析 を 試 みた ．しか し，　 WBS と Data　f］ow
Diagram（DFD）〔5〕

が 別 々 に管理 され て い て，業務の 「抜 け」

「漏 れ 」 「落 ち 」 「重複 」 の 発 見や ，業務 の 繋 が りを 関連

づ け る事が 難 しい 事 が 分 か っ た．
　WBS と BFD 其 々 の 特 徴 を比 較 し た場合，　wr］S は階 層性 を

活 用 して業 務 を整 理 す るた め
一

覧性 が高 く，業務 の 抜 け

漏 れや 重複 を防 ぐ事 が容 易 で あ る 半面，業 務 間 の 関 連

性 ・連携状況や時 系列 に 沿 っ た纏 ま りが分か りづ らい 短

所 が あ る．』
方，DFDは ，物 的資源

・
人 的 資源

・空 間
・

デ
ー

タ等業務を遂行 するた め に必 要 不 可欠な資源の 把握

や 業務の 流れ や連携 の 検証 が 可能 で ある半 面，詳 細な分

析 に 陥 り全 体 の 俯 瞰 が 難 し い 短 所 が あ る ．
　そ こ で ，両 手法 の 長所 を恬か し っ っ 短所 を補 うた め，
表 6 に 示す W3S と DFD を統合 した業 務整 理 シ ートを作成

し 参画型 ワ
ーク シ ョ ッ プで 恬用 し，業務 分 析 過程 を

一
体

的 に 記 録 ・管 理 す る 事 とし た．こ の シ ートに よ り，業務

全 体の
一
覧性 を確保 しっ つ ，業務 問の 関連 性 や連 携 状況

の 把握が 可 能 とな り，か つ 必 要 不 可 欠 な資 源 の 把 握 も可

能 と な り，業務 プ ロ セ ス 分析作業が飛躍 的 に 向 上す る と

共 に ，新規 追 加 項 目の 抽 出が 大 幅 に 促 進 され た ．

（2）業務 プ ロ セ ス 作成 の 効果

業務 プ ロ セ ス 分析 の 結 果策定 し たWBS は，4層構造で あ

り ト層 にな るほ ど業 務の 内容が 詳 細記 述され て い る．こ

こ で ，各層 の 記載 内容 に つ い て説 明す る．

  業務 の 目的 ：災 害対 応 業務 を実施 す る 目的別 に分類

　　 し た最上 位の 階層で あ り，指揮調整者 が管 理す る 項

　　 目で ある．
  　業務の 内 容 ：業務の 目的 を 達 成す る た め に，具 体 的

　　に何 を実施すべ きか を 大 きな括 りで 纏めた もの で ，
　　各機 能 の 責 任者 レ ベ ル が 管理 す る項 目で あ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 WBS

一

　 粟 務 目的 　粟 務内容 　 まとまり仕事 　 　　 仕事の 流れ

第 1階層 第 2階層 第 3階層 第 4階層
　 　 　 　 　 　 　 ．／
　　 　　　 ．／
　　 　　．／
　　 ／

／ド
菓務 の 目 的 莱務内容 ま とま り仕事 仕 事 の 流れ

    ／小計     ／小計     ／小計     〆小計

当初記載内容 を変更

し て い な い 桑務
0o 弘 210 ％ 1014 瓢 41 艦

杞 載内容を変更 した

槊 務
686 覧 1571 監 3549 覧 6320 ％

新 規追加 した棠務 114 艶 419 ％ 2738 覧 24378 ％

小 計 7 21 72 310

　 第
一

階 層 の 業務 目的 に お い て 記 載 内容 を 変更 した 業

務 が86％，新 規追 加 した業 務が 14％であ っ た．当初記 載 内

容 を変 更 し て い ない 業務 は皆 無 で あ っ た．
　 第 二 階 層 の 業務 内容 に お い て 記載 内容 を変 更 した 業

務 が71％，新 規追 加 し た業 務 が 19％で あ っ た，当初記 載 内

容 を変更 し て い ない 業務は 僅か 10％で あ っ た．
　第 三 階層 の ま と ま り仕 事 に お い て 記 載 内容 を変 更 し た

業務 が 49％，新規追加 した業務が38％で あ っ た．当初記載

内 容 を 変 更 して い ない 業 務は 僅 か 14％で あ っ た．
　第 四階 層 の 仕 事 の 流れ におい て 記 載 内容 を変更 し た 業

務は20％，新規追加 し た 業務が 78％で あっ た．当初記 載 内

容 を 変更 し て い な い 業務は 僅 か 1％で あ っ た．
　業務プ ロ セ ス 分析 を実施す る事に よ り，今ま で 「防災

業務 実施 規則 」 の うち変更 され な い 業 務 は どの 階層 で も

少 な く，実施 内容 を具体 的 に規 定す る3階 層 日や4階層 目

に お い て 変 更又 は新 規 追加 した項 日が 格段 に多 くな っ た．

　 こ の 結 果 か ら，記 載 内容 を変 更 して い な い 業務 と記 載

内容 を変 更 した 業務 を合 わせ た もの を記載 有 りと見 な し

た 場合，各班 の 責任者 レ ベ ル ま で の 災害 対応 業 務 （第3

階 層 ： ま と ま り仕 事）は，既存の 「防災 業務 実施 規則 」

に概ね記 載され て い た が，各班 の 担当者 レ ベ ル の 災害対

応 業務 （第4階層 ；仕 事 の 流れ ）は ，殆 ど 記載 さ れ て い な

か っ た事 が 分か っ た，

DFD

誰が　 開始要件　　 情報源　　 ツ
ー

ル ・道具 i 終 了要件 生翩 ・制糠 件 …． 撫｝畠、
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ー
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匚］記 載内容を変更 していな い項 目 図記載 内容 を変更 した項 目

表8 支社災害対 策本部業務 の WBS

　　　　　　　　　■新 規追 加 Lた項 目

1 32

内
実施責任者

1 − 1 支社災寄対策本部を立 ち上げる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総 居責 任 者

　　　　　　　　　　　　　　　　まとまし

　　　　　　　　　　　　．　σ　　　　　　　゚
1 − 1 − 2 支社災害対策本部 の 参集状況を確認する

　　　　　　．i ＝ 齟
1 − 1 − 4 支社災 害対策本部 の 設置場 所 （建物｝を確保する

資源管理（総秘班｝

参集 した 事拐所

資 源 管 理 （総 務 班 ｝

1 −2 支 社 災害 対策本 部の 活動 環境を確

　　　保 する

嚢棄i姦i羃i港麗涸1災賽騾 漆ご饑 黄ζ墜　　鑾　　冰など撚 積惹懿羅iiilili嚢黙；iiiii攀饗iii；i器懸 責源 管 理 【鴛 務 班 ）

圭 　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資源管理〔総ミ疹班｝

癒融 i纐 黨 撞災窘麟策蒸都擦蠶礁 預環舞豢確保演蘇 嚇 脅動 ii；iii灘 i灘 i：嬲 ｝攤 髦i
．
資源管理〔総獺 ｝

i難 ii嫌 i壅i薫莚獺 対無黍部璽黛の激護翫を權保璽蔽 iiiiiliii轢灘 i灘 iii騾 輪 i飜 ；i薦iiili資源管理〔総務田〕

i籌；灘 撒 ；敦i麩社 災魯 対箆 零郎璽覺の話勤資金を確保塗癒 驟 爵i皇i靉 黷 iii驪 ii辷ii欝 i；ii鱗 i篝i皹 資涯管理〔総務田〕

・
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 資源 管 理 〔総 務 田 〕

1 −3 支 社災害対 策本 都の 人的 資源を確 　1− 3 − 1 支社災害対策 本部要員の人 員を配 置ずる　　　　　　　　　　　　　　　　　 指揮調整〔総括田〕

1 災害への支社対応体制を構築する

　　 　　　 　　 　　　 　　
．．．

3 地震・被災情報を収集し、把握する

保 する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　 i 　　　 ＝．　　　　　　　　　　　　　　 指揮 調 整 〔総 括 田 〕

’
　　　　 ・　 一

　　
．
　
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 指握調壷（総括班 〕

’
　　　 ．　 螽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 指揮 調 整 〔総 括 班 〕

i歪i隸鬟叢 社災害錣鑼繍 の物醗責薄を確壅i龜iiiiii鱸 i搬
．．．
…贍 戀 繍 翻 纈 鬟

．．．
欝 囃 鯊靉篝i窯…1三iiii毒i黨ili……欝ii鎌 蕘資源管理〔総務班〕

iilii蕪嚢織 嚢iiiiii鑼萋i爨i靉i離iii騰iiii
iiliill羈 鵜 i｝i｝iliil遷i驪 難 驪 ll麗 illll灘 器 iiiillli難’曽’卯曽葛叮帖，卯卯，　，P囁η广曽曽．，り噂，り噂广P噂噂．卯卯卯卯卯卯囁ドP噂脾’肖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ilii飄 …嬲 乙

内
…莞災響 綾 髴

…
遼 狸藤

．
靉飜

广
　 　 鱒 漁 ．．・…・．撥 、、．保 …．…るi鰍 ；資鰭 理〔総麗 〕

…亅……欄 …臻 …撰 …．．　 　 ・蔀 魏　 鴨 齢．．　 雛 　顳蘰礁 ．騰 黐 ii黷 iiiiiiii……嬲 灘 li；資鮪 理 〔総 覇 班 〕

1− 5
．− 1 非 常体 割か ら緊急体 制 へ移行 する 支社 長

1− 5 − 2 緊息体制か ら鼕戒体制へ移行 する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保全サ
ー

ビス 事業部長

1− 5 − 3 警戒 体 制から注 意体 制 へ移行 する　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 遣 蹈 管 馴 セ ン ター長

1− 5 支 社災 害対 策本 部の体 制を変更す

　　　る

　　　　　　一 ． 一
　　　　　　　一　　　　　．　　　　　　　　　　　　　■：　　　　　　　　　　　　　　　　．

3 − 2 被災惜報を収 集する

一
　　　　

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 指揮 調 整（総 括 田 〕

　　　　　　　　　　　　　　　　．

3 − 2 − 1 公共 交 通機閨．ライフラインの 被災情報を収集す る

指揮調整（総括班〕

情轤作戰（総括班 〕

3 − 272 計測震度5．0以 上『
一
次状況把握点検』結果を収集する　　　　　　　　　　　　情報作戦〔復 1日珊

3 − 2 − 3 計測 震度5．0以 上『二 次状況 把握 点検』結 果を収集 する　　　　　　　　　　　 情 報 昨 戦 〔復 旧 田 〕

3 − 2 − 4 計測震度5．0以 上『補足点検』結果を収集する　　　　　　　　　　　　　　　　幣報作戦（復 1日細
速．　 整（お客様　応班｝

3 − 2 − 5 計測農度4．5以上 5、O未満『状況把握点欄 結果を収集する　　　　　　　　　　情轍作戦（復 旧珊

3 − 2 − 6 計測 震度4．5以 上 5．0未満『補足 点検』結果を収集する　　　　　　　　　　　　 情鴇 作 戦（復 1日田 〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L自 」
運　　　　　　　 応

3 − 2 − 7 防災 ヘ リによリ情報を収集する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 指揮調登〔総括珊一
　
．．
　　　　　　　

．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資源 管 理 （程 旧 珊 〕

田
　 　　

一
　　 　　　

・「　 『
　　 　　　　　　　　　　　　 運絡調整〔謹括田〕

3 − 3 特 殊事 象に対 応する　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　回 1　 ・．．．　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　 運絡闘犂 〔総括 班 ）

373 − 2 算2次被災対応（低滅・回避〕【津波】を実施する　 　　 　　 　　 　　 　　 　 逼絡調登（総括畑

4 高速 道路 庸報 を情報 発信 する 4 − 1広 級活 動を実 施する　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 広報砿 報斑 ）

広報匸広櫻 ）

4 − 1− 3 記者発表資料（HP ・FAX 用｝を、関係機関へ周知す る　　　　　　　　　　　　 広 轤 伍 報 珊

4 − 1 − 4 報道擾関からの問い合わせ に対応する　　　　　　　　　　　　　　　　　 広懃 広報細

≡
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 広 報 〔広 絶斑）

’
　　 i

・
　　 　　

了
　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 広報 〔広報班 〕

羈篝嚢i慧勤ii縮 様嚢鋸婆聞琴鬟含騰惑障擁膝隷惹；ili鬢iiii鬢黛鱒iiiiiii難蕁i難i豢ii嬢ii燕ilii…iii毎iiii醸i情軽 作 載 〔お 客 様対応 班 ）

5 − 1緊 急輸 送路 に関する運用 方針 を決 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 情租作戦（交通班 〕5 緊急 輸送路．無料 化通 行 措置 、料
　金を徴収 しな い 車 両につい て ．関係

　機関と連携 し て 方針を決める
　　　　　　　　．．

定する 5 − 1 − 2 緊急翰送路を通行するための 手続きを実施する　 　　 　　 　　 　　 　　 　 情報作戦（交通細

5 一レ 3 緊 急輸 送路を解 除
・
変更する　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 情 報 作 戦 〔交 通 珊 〕

5 一匸一4 無料通行措置を決定する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 情 報 作 戦 〔交通 班 〕

5 − 1− 5 無料通 行措置 を解除
・変更 する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 情報作戦（交通班〕

5 − 1− 6 料金 を徴収 しな い車 両を取 り扱 う　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 情報 作 戦 〔お客様対応 班 〕

5 − 1一了料金を徴収 しない車両の 取 り扱いを解除・変更する　　　　　　　　　　　　　 情報作戰〔お客様対応 班，

6 復 1日を実施する 6 − 1 滞留車両に対応する
　 　　 〔本 線、休 憩施殼 、lG｝

6 − 1 − 1 被災者〔お客樺）の 救命救護 の ために支障とな る搭乗者ならびに車両 の排除の実 連 絡調 盡 【お 客様 対 応 珊

　　　　　　　　請　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報 作 戦 〔交 遁 班 〕

6 − 1− 2 滞 留車両を排出する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 連絡調整〔お容様対応 班1
6 −2 休憩施 設等への避難者 等 に対応す 6 − 2− 1 休 憩施 股等への避 難者 等に対 応する

　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　連絡 調 整 〔お客様対応 班 〕

6 −3 高速道路および関連施設の復 1日に

　　　関する方針・計画を策定する

6 − 3 − 1 高速道路および閏連施設〔休憩施設・料金所等》の 被害を把握し復旧方針を立 案　情報作轍 慢 旧班｝

　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　連絡謂整（お客様対応 班｝

．　　　　　　 區　 「．．　　 騾　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 情報作戦 （復 旧 班 ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹽
一4 − 1 緊 急車両通 行のための本線の緊急復旧を実施する　　　　　　　　　　　　 情輒作蝋 復 1日田）6 −4 本 緑 の復 旧を実施する　　　　　 6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．．　　　一　■■　　　　　　　　　　　齟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6

情報 作 戦 （復 旧 班 ｝

一4 − 3 一般車両通行のための本緑の応急復旧を実施する 惰報作戦（復 旧班）

：　　　：1
情報作鞍 （復 旧 班 ｝

一4 − 5 本線の 本復 旧 を実施する 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 情 軸 作 戦 く復 1日班 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 置

　 　 　 　 　 　 　 6

雷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 情輯 作 戦 （復 旧 班 ）

　　　　　　　．
絡　　〔　　 ｝

3 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 情飄作賎 〔復 旧 班 ｝

」
6 −6 料金システ ム 機能の復旧を実施す

　　　る
運絡調黯〔お客様対応珊

運 絡 調 整 〔お 客 様 対 応 班 ｝

る

6 − 7 事務 所災 智対策本部を後方支援す
　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 指揮調整〔総括珊

5 − 6 − 1 料金所 の 停電に 対応する

　　　　　　　　　　　　≡．ト　　　　　　　　　　　　　　　ー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ　　 ．

6− 7 −2 防災エキス パ
ー

トを事務所 本部 へ派遣 （応援 ）する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　． ． ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． ． ．
　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　i 「 ． ．
6− 7 −5 防災協 定締 結 自治体 及び団体 を事 務所本 部 （支 社本 部）へ派遣（応擾）する

指揮誨整（総括珊

指揮調 整 〔総括珊

抵鑓調整 〔紐括珊

指揮 躙 莚 （織 括班 〕

指揮調整（総括珊〕

搬 鯲 繖 i資機礎 瀚 鵬 iiiii糠 灘i靉iiii攤 iiiii鬟i撚 i！i灘iii欝鯲 ii麟i醸ii雛 li｝懸 難 情 報 作 戦 〔復 1日班 〕

6− 7 − B通 常工 事の 取り扱 いを決 定する 情報作戦〔繰括班〕

7 社 員の 生活 基蟹 を確保 する 7 − 1 社員
・家族の安否 を確認する ア ー1 − 1 一斉同 報シス テム ・安否確認シ ス テム で 確認出来なか った社員及び家族の安 否

　　 　　　 　　　して確 悸　 る
貢 源 管 理 1総 務 班 〕

轗鎌 鑼 建等…の災害趣自緤 藩灘 ；iiiiii鼕薦 i蕪辮 鑞蓬磁 1旧離画鎌 彪撚 ii灘 i撚 ；ill轗 簸 i灘 i鎌 iii燦灘 i鎌 鰹 醗婁i臘i：
　 　 　 　 　 ；　　 　　 　 ’　 卜　 i

資源管理〔鎗籀班〕

一一　　 　 　　 　
．
　 ：　　 一 璽絡調 螯 〔お客様 対 応 班 〕
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　次 に，災害対 応 マ ニ ュ ア ル で の 変 更 ・追加 され た内 容 を

確 認 す る ため，今 回作 成 した危 機管理 対応 業務の 第3階層

目 まで の WBSを表 8に 示 す．第1階層 で は，状 況 認 識 を 統一

し対応戦略を決定す る た め 災害対策本部会議の 運 営に 関

して 周知 の 事 実 と して 未記 載で あ る 事が分か り，戦略決定

の 要 と して 明 確化 の た め 追加 記 載 し た．第2階層 で は ，緊

急地 震速報を受信 した 場合の 具体的伝達方法を決 め て い

な い 事 が 分か り，被 害 軽減 の た め の 伝 達方 法 を追 加 記載 し

た．第3階層 で は，被 災 情報 収集 や 復 旧作 業 に記 載 内容 が

偏 っ て お り，復 旧道 路 の 運 用管 理 や料 金所 機 能 がマ ヒ した

場 合 運用 管理 が未 記 載で あっ た事 が分か り追 加記 載 し た，
広 報 に つ い て は ，広 報班 の ノ ウハ ウに 頼 る 部分が 大 き か っ

た事が分か り，業務を詳細化 し て 追加記載 し た．
　今回 の 業 務 プ ロ セ ス 分 析 に よ り担 当 者 レ ベ ル の 危 機 管

理 対応業務 内容が詳細 に か つ 体系的に ，災害対応 マ ニ ュア

ル と し て取 り纏 め られ た 事 か ら，例 え 災害 対応 経 験 や防 災

の 予備 知識 の 無い 社員 で も，マ ニ ュ アル を参 照す る事 に よ

り， 「誰 が ・何を ・どの 様 にす る の か 」が 理解で きる環 境

を整 え た．こ れ に よ り，危機 管 理 の 標準化 に向 けた 基盤 整

備が促 進 され た と考 えて い る．
　以 上 ま とめ る と業務分析手 法の 導入 に よ り，下 記に 示 す

3つ の 効果が あ っ た と い え る．
  　業務 階層 が 明 確 に な り業務 内 容 の 精 粗 が 改 善 され た

  　業務手 順が 明確化 され 業務 内容が よ り詳細に なっ た

  　階層化，詳細 化 に よ り新規 追 加 業務 を抽 出出来 た

　今回作成 した WBS とDFDを基礎資料 と して 取 りま と め た ，
災 害対応 マ ニ ュ ア ル は，従 来 防災担 当者 の 暗黙 知 で あ っ た

危機 管 理対 応 の ナ レ ッ ジを整理 し， 「見 え る化 」 す る事 を

実 現 した．この 災害 対応 マ ニ ュ ア ル は 非常 に 分 か り やす く，
使い 易くま とめ られ て お り，今後こ れ を社内 の 防災 教育に

活 用 す る事 に よ り，一般 社員 の 危機 管理 対 応 能 力 を 向 上 で

き る と考え られ る．
　 な お，事業 継続 計画 策 定 に あ た り，現場 社員 や パ ー

トナ

ー会 社 社員 を含 め出来 るだ け 多 くの 経 験 や知 見 を反 映 し

た実 効 性 の 高い マ ニ ュ ア ル を策定 した い とい う思 考の も

と，参 画型 ワ ーク シ ョ ッ プ 方式 に よ る業務 分析 を実施 す る

事 と した．こ の 結 果，少 人数 の 事務局 で 業 務分析 を実施 し

て 作成 す る とい う，従 前 の 方 法 に よ り作 成 され た 「防 災業

務 実施 規則 」が，限定 的な経 験 や知 見 の み 反 映 され た業 務

分析 に なっ て い た 事 が明 らか に な り，当手 法 の 有 効性 が 示

され た とい え る．しか し，これ 以外 の 手法 との 比 較検討は

今 後 の 検討 課題 で あ る と 考え て い る．

b）実効性 の 高い マ ニ ュ ア ル の 作成

　事業継続 マ ネジ メ ン ト体系 に 従い，参画型の ワ
ー

ク シ ョ

ッ プ を 活 用 しつ つ ，ネク ス コ 西 日本 関 西 支 社 「防 災業務 実

施規 則 」の 業務 プ ロ セ ス 分 析 を行 い ，災 害対 応 業務 内容 を

大 幅に 追加 ・見 直 し ・改善 し て ， 「実 効性 の 高 い 災 害対 応

マ ニ ュ ア ル 」 を取 り ま と め た ．こ の マ ニ ュ ア ル は，WBS と

DFD の 成果 を文 書化 した もの で ，業 務 目的，仕 事 の 内容，
誰 が

， 開 始 要件 や 終 了要 件，情報源，使 用 す る ツ ール ，生

成 物 がま とま り仕事 単位で 記 載 され て い る事 か ら，非 常に

具体 的 で あ り，一般 社員 も危機 管理 対 応 に つ い て 容易 に 理

解出来 る 内容 とな っ て お り，訓練等で 活用 す る事 に よ り，
危 機管理 対応 能 力 の 飛 躍 的 向上 に 資す る もの とい え る．
　 しか し，災害対 応 マ ニ ュ ア ル の 記 載内容 は机上 取 り纏 め

の 範 疇 を 超 え る もの で は な い た め，不 具合 な箇所 も含 ま れ

て お り，実際の 災害対応や 防災訓練 に よ り発 見 され た不 具

合 個 所 は ，その 都 度修
．
iF．し常 に 実効 性 を高 め る必 要 が あ る．

ま た，今 回の 検討 で は 自治 体 ・警察 ・自衛 隊 等連携 す べ き

他 組 織 を検 討 メ ン バ ーに入 れ て い な い ．そ の ため，・ネ ク ス

コ 西 日本 と外部組 織 の 連携強 化に お い て は，未 だ不 十分な

も の で あ る た め 今後検討 が 必 要 で あ る ．
c ）
一

元 的危機管理 体制 の 導入

　 工CSの 考 え方 を導入 す る事に よ り，支社，事務所，現場

作業 所 の 権限 と役 割 を 整理 す る 事 が 出来 た ．特 に ，災 害 対

応マ ニ ュ ア ル に は，ICS に 基 づ く実施責任者 が 明確 に 示 さ

れ て お り，指 揮命令 系統 が よ り明確 に な っ た と考 え られ る．

　 支 社 災 害 対策 本 部 業 務 の WBSや DFD の 策 定 まで 実 施 し た

が，次 の 課 題 として 其 々 の 業務 がい つ 開 始 され ，
い つ 終 了

す る の か，どの 程 度 の 資 源 を必 要 とす る の か を リア ル タ イ

ム で 管理 す る手 法 を整 備すべ き で あ る と考 えて お り，現在

着手 し た と こ ろ で あ る．ま た，様 々 な リ ス ク条件や 規 模 が

変化 し た 場 合の シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン を 実施 し て，どん な資源

（人 材 ・資材 ・資 金 ）が 災 害対 策業 務 の 中で 影 響 が 大 きい

の か ，何 が ク リテ ィ カル に な っ てい るの か 等 を評価 ・分析

し て ，防災対 策業務の 最適化 を 目指 し た 検討 を進 め て い る．
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全 ての 方 々 に心 よ り深 く感 謝 い た し ます．

8 ，ま とめ

　本研 究 で は ，高 速 道 路機 能維 持 の た め の 事 業継 続 計画 マ

ネ ジメ ン ト体系 を提 案 し，そ の 要 と なるICS の 採用及 び 業

務 プ ロ セ ス 分 析 に よ る災 害対 策業 務の 構 造化 に つ い て，ネ
クス コ 西 口本 を具体 例 として報告 した．その 概要 と課題 を

以 下 に ま とめ る．
a ）高 速道 路会 社 の 事 業継 続 マ ネ ジ メ ン ト体 系 の 構 築

　 「標 準化 され た危機 管 理 の 実現 」 を 目指 して ，事 業継 続

マ ネ ジ メ ン トと一元 的 危機 管理 対応 体 制 の 考 え方 並 び に，
業務 プ ロ セ ス 分析の 論理 を 採 用 し た事 業 継 続 マ ネ ジ メ ン

ト体系 を構 築 した 、こ の 手 法は，交通特性や 地域特性等 を

加 味 し て カ ス タマ イ ズ す る事 に よ り，ほ ぼ 同様 の シ ス テ ム

で 高速 道 路 の 維 持 管 理 を実 施 す る 他 の 高 速道路会社 にお

け る 事 業 継 続 計 画 立案 や 改 善 に 活 用す る事 が 出 来 る と考

えて い る、

補注

（1）WBS　（Work　Breakdown　Structur 巳）
　WBS とは，業務 を階 層構 造 で 整理 し．業務 を体系 的 に整理 し た

も の で あ る．階層 が 1 毀下 が るご とに業務内容が 詳細化 され て 表

現 され る．また，階層 ご とに 担 当す る主体が 明 示 され る．ネ ク ス

コ 西 冂本の 検討で は ，4 層構造 と し た ．．

（2）BFD　（Business　Flow　Diagra皿）

　BFDとは，実 務者 の 役割 ご とに適 切 な情報 の 見 え る化 を 実現 す

る業務分析 手法 であ る．こ の 「見 える化 」 に よ り意思決定，企画

立 案 を行 う実 務者 には，議論
・
指示 す る業 務 自体を，現場 業 務 を

行 う実務者 に は ，業務手続 や資源の 流れ を 明確 に する 事が 出来 る ．
ま た，特別 な知 識や 技術を持 た ない 者 で も効果的 な業務 分析が 出

来る特徴も備え る．BFD の 主 な構成要素は，　 M了，　 WBS，　 DFD で あ り

付図 1に 示 すよ うに   か ら  ま で をサ イ ク ル と して 繰 り返 す事で ，
業務マ ニ ュ ア ル の 精 度を 向上 させ る事 が 出来 る ．こ こ で い う，M7

とは 業務 を 了個 以 下 の 把 握 が容 易 な数 にま とめ て 整理 す る手法 で

あ り．作業 内容 を体 系的 に捉 え作業 内容 が どの よ うな構 成 な っ て

い るか把 握 す るツ
ー

ル で あ る．　 （付 図 1）
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実効 性の 高い業務 マ ニ ュアル

付図 3 事業継続計画概念図

付図 1BFD 業務サ イクル 図

（3）ICS　（lncldent　Command　System）

　工CS は ，米 国
・英 国

・EU 諸国等多 くの 先 進国 で 採 用 され て い る

一
元 的危 機 管理 シ ス テ ム で あ る ．FIRESCOPE （Federal　Recourses

of 　California　 Organized 　 for 　 Emergencles ） か ら 19TO 年 代に 生

まれ 1990 年 代 に は様 々 な種類 の 災害 や イ ベ ン トで も利 用 され る

危 機 対応 に 対す る標 準的 な組 織 運営 シ ス テ ム とな っ た．危 機 対応

に必 要 とな る活 動 を付 図 2 に 示す 5 つ の 機 能 （指揮調整 ・情報作

戦
・資源 管理

・庶務財務 ・事案処 理 ）の 集合体 と して と らえ，関

係する 全て の 組織が
一

元 的に，標準的な危機管理 体制を共有する

事で，危機の 規模や原因 を問わず効果的な危機管理対応 が 可能な

組 織運営 が 出来 る と した もの ．

指揮調整

COMMA 閧D

　 　　 　指揮調整者

　 　 ス タッ フの補佐を受けて

現場対応にあたる実行 部隊の

　 　　 　　 指揮調整を行 う

事案処 理

OP 匠 RA 刊ONS

情報作 戦

FLA閧 NIN∈

資源 管理

口 Glsη c5

庶務財務
FI閥AMCE ／

　 ADMIN

　 　実行部隊

指揮調整の指令に
　 もとつい て

現場対応 を行う

　　 幕僚部隊
指揮調 整を補佐して

スタッ フ築務を 行う

付 図 21CS 組 織 体 系 図

（4）事 業継 続 マ ネ ジ メン ト（Business　Contlnuity　Management）

　内閣府が 策定 した 事業継続ガイ ドライ ン 第 1 版
13）

に おい て 事

業継続計画 の 概念は 付 図 3 で 示 され，事業 継続 マ ネ ジメ ン トは 以

下 の よ うに 説 明 され て い る ．災害 時 に特 定 され た 重要 業 務 が 中断

し ない 事，ま た万
一

事 業活 動 が 中断 した場 合 に 目標復 旧 時 間内 に

重 要 な機 能 を再 開 させ ，業務 中断 に伴 う顧 客取 引 の 競合他社 へ の

流 出，マ
ー

ケ ッ トシ ェ ア の 低下，企業評価の 低
一
トな どか ら企業を

守 るため の 経営戦略 バ
ッ クア ッ プ シ ス テ ム の 整備，バ ッ クア ッ

プ オ フ ィ ス の 確保，安否確認 の迅 速 化，要 員 の確 保，生 産 設備 の

代替 な どの 対 策 を実 施 す る （Business　CentinuityPlan ： BCP ）．
こ こ で い う計 画 とは，単 な る計画 書 の 意 味 で はな く，マ ネジメ ン

ト全 般 を含む ニ ュア ン ス で 用 い られ て い る，マ ネジ メ ン トを 強 調

す る揚 合 は，BCM （Busines： Contlnulty　Management ） とす る場

合 もあ る．

（5）DFD　（Data　Flov　Diagram）

　DFD とは，　 WBS 化 した仕 事 の 構成 が実 際機 能す るか検 証 す る ツ

ー
ル であ り，「人 」 「物 」 「情報」　 「ス ペ ー

ス 」 等 の 人的
・
物的

資源 を洗 い 出 し仕事 を遂行 準 に 並 べ 関連 付 け たプ ロ セ ス 図 を作

成 し仕事 と仕事の つ なが りをチェ
ッ ク す る もの で あ る．
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